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　現在、当薬局では公益社団法人千葉県医師会、一般社団法人千葉県薬剤師会が行う「保険薬局と連携した経口抗菌薬使用実態把握に基づく適正使用の推進に関する研究」に参加しています。
本研究は千葉県内の抗生物質の適正使用に役立てることを目的に、当薬局で扱う内服用の抗生物質の処方せんの枚数と抗生物質の種類に関する情報を利用させて頂きます。情報が何のために、どのように使われているのかについて詳しく知りたい方は、下記におたずねください。

１．研究課題名　
「保険薬局と連携した経口抗菌薬使用実態把握に基づく適正使用の推進に関する研究」
２．研究の意義・目的　
千葉県内の内服用の抗生物質の使用実態を把握し、その情報を定期的に医師・薬剤師に提供することで、抗生物質の適正使用に役立てます。
３．研究の方法　　
内服用の抗生物質について、月ごとに抗生物質の処方せん枚数と抗生物質の種類別の処方せん枚数を集計し、地域ごとに医療機関、薬局へ定期的に報告します。各地域の実態を見ることで、各医療機関がどのように認識し、それにより抗生物質の使用状況がどのように変化していくのかを観察します。
４．個人情報の取り扱いについて
本研究では、抗生物質の処方状況と、その種類に関する情報のみを収集しますので、個人情報は一切取り扱いません。
５．研究に情報などを利用して欲しくない場合
ご協力頂けない場合は、情報の削除などの対応をしますので、当薬局にご遠慮なくお申し出ください。本研究の不参加により不利益を被ることは一切ございません。

なお、文部科学省、および厚生労働省による「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に基づいてこの掲示を行っています。

・研究実施機関：　〇〇薬局
・本件のお問合せ先：　〇〇薬局電話番号
